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あ
わ
は
ら
富
夫
さ
ん

丸
尾
ま
き
さ
ん

【
お
わ
び
と
お
こ
と
わ
り
】
４
月
は
前
半
を
休
刊
と
し
、
本
号
の
み
の
発
行
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
次
号
は
、
連
休
の
た
め
５
月
の
前
半
を
休
刊
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
５
月
24
日
号
（
通
常
の
４
面
）
と
な
り
ま
す
。
４
、
５
月

と
も
１
回
の
発
行
と
な
る
た
め
に
月
額
は
各
２
０
０
円
と
致
し
ま
す
。

統
一
自
治
体

選
挙
前
半
戦

神戸市会は１議席死守
新社会党には厳しい結果

（
尼
崎
市
西
川
２
丁
目
）

尼
崎
藩
領
界
碑

ひょうご

碑 物語
66

領有関係が複雑だった尼崎藩の領地の
範囲を示すための石碑のひとつ

前
半
戦
の
最
大
の
特
徴
は
、

県
議
選
、
神
戸
市
議
選
と
も

日
本
維
新
の
会
が
大
幅
に
議

席
を
増
や
し
た
こ
と
だ
。

維
新
は
、
大
阪
で
の
勢
い

に
乗
っ
て
兵
庫
県
で
の
さ
ら

な
る
党
勢
拡
大
を
め
ざ
し
、

候
補
者
を
数
多
く
擁
立
。
県

議
選
で
は
27
選
挙
区
に
30
人

を
立
て
、
都
市
部
を
中
心
に

21
議
席
を
獲
得
（
前
回
９
議

席
）
、
現
有
４
議
席
か
ら
17

議
席
を
増
や
し
た
。

神
戸
市
議
選
（
定
数
は
東

灘
区
、
北
区
、
垂
水
区
、
西

区
で
各
１
減
と
な
り
65
に
）

で
も
９
選
挙
区
の
う
ち
、
長

田
区
を
除
く
８
区
で
複
数
の

候
補
者
を
擁
立
す
る
な
ど
21

人
を
立
て
て
９
選
挙
区
で
15

議
席
を
獲
得
し
た
（
前
回
か

ら
４
議
席
増
）
。

党
派
を
問
わ
ず
新
人
の
進

出
が
目
立
っ
た
こ
と
も
特
徴

の
ひ
と
つ
で
、
世
代
交
代
を

印
象
付
け
た
。

近
年
、
国
政
選
挙
の
選
挙

結
果
の
傾
向
が
県
議
選
、
政

令
市
の
市
議
選
に
も
同
じ
よ

う
に
表
れ
て
き
て
お
り
、
候

補
者
の
所
属
政
党
で
投
票
先

を
決
め
る
よ
う
な
投
票
傾
向

が
目
立
つ
。
こ
う
し
て
、
国

政
選
挙
で
勢
い
を
得
た
政
党

が
自
治
体
選
挙
で
も
さ
ら
に

力
を
増
し
、
一
方
、
国
政
選

挙
で
の
退
潮
が
自
治
体
選
挙

に
も
そ
の
ま
ま
表
れ
て
く
る

状
況
も
見
え
る
。
こ
う
し
た

な
か
、
小
政
党
や
無
所
属
候

補
な
ど
が
そ
の
あ
お
り
を
食

い
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
き

た
が
、
今
回
、
新
社
会
党
の

公
認
や
同
党
が
推
薦
す
る
無

所
属
候
補
に
は
厳
し
い
結
果

と
な
っ
た
。

こ
の
な
か
で
、
中
央
区
の

あ
わ
は
ら
富
夫
さ
ん
は
「
と

こ
と
ん
市
民
と
と
も
に
」
の

モ
ッ
ト
ー
そ
の
ま
ま
に
、
日

【
２
面
に
つ
づ
く
】 【改選前の会派構成】自民=19、公明＝12、維新=11、

共産＝９、立憲＝６、つなぐ＝５（新社会２、神戸志
民１，無所属２）、共創・国民＝２、無所属＝５

神戸市議選・党派別当選者数 （定数65）

　　計　　現　　元　　新
自　民　　　17　　16　　０　　１
立　憲　　　５　　４　　０　　１
維　新　　　15　　11　　０　　４
公　明　　　12　　７　　０　　５
共　産　　　９　　６　　１　　２
国　民　　　１　　１　　０　　０
新社会　　　１　　１　　０　　０
神戸志民　　１　　１　　０　　０
無所属　　　４　　４　　０　　０

　 計 　　　65　　51　　１　　13

【
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
】

常
か
ら
地
域
を
活
発
に
歩
き

回
る
な
ど
地
域
に
密
着
し
た

活
動
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

議
会
で
も
「
つ
な
ぐ
議
員
団
」

の
幹
事
長
と
し
て
市
民
の
目

線
と
立
場
に
徹
し
た
鋭
い
論

陣
を
張
る
な
ど
、
精
力
的
な

議
負
活
動
に
努
め
て
き
た
こ

と
で
得
た
信
頼
感
を
源
泉
に
、

前
回
よ
り
も
約
８
０
０
票
を

減
ら
す
苦
し
い
闘
い
と
な
っ

た
が
地
力
を
発
揮
、
議
席
を

死
守
し
た
。

灘
区
の
小
林
る
み
子
さ
ん

は
、「
女
性
の
目
線
で
市
政
を

チ
ェ
ッ
ク
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

日
常
か
ら
土
曜
日
の
独
自
の

街
頭
宣
伝
行
動
な
ど
で
、
コ

ロ
ナ
禍
の
な
か
で
脆
弱
さ
を

実
感
し
た
医
療
・
介
護
体
制

の
拡
充
や
、
不
登
校
や
引
き

こ
も
り
な
ど
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
て
い
る
人
び
と
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
訴
え
そ
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
回
は

そ
れ
に
加
え
、
市
民
と
共
に

取
り
組
ん
で
き
た
王
子
公
園

再
整
備
問
題
に
つ
い
て
も
訴

え
た
が
支
持
を
広
げ
き
れ
ず
、

前
回
よ
り
約
８
０
０
票
を
減

ら
し
て
次
点
に
泣
い
た
。

須
磨
区
で
16
年
ぶ
り
の
議

席
を
回
復
し
よ
う
と
、
地
元

の
新
社
会
党
須
磨
総
支
部
を

は
じ
め
、
灘
区
、
中
央
区
以

外
の
同
党
の
神
戸
市
の
総
支

部
が
力
を
集
中
し
て
支
え
た

33
歳
の
無
所
属
新
人
・
さ
か

い
大
起
さ
ん
は
、
出
遅
れ
を

カ
バ
ー
す
る
ほ
ど
の
連
日
の

駅
立
ち
や
街
頭
演
説
を
精
力

的
に
展
開
。
そ
の
子
育
て
支

援
・
教
育
に
関
す
る
無
料
化

政
策
な
ど
に
共
感
し
た
若
い

人
た
ち
か
ら
の
声
か
け
も

日
々
増
え
て
い
く
な
ど
、
手

応
え
を
強
め
て
い
っ
た
が
、

健
闘
及
ば
ず
議
席
に
届
く
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
連
の
結
果
を
受
け
、
党

県
本
部
は
今
後
、
党
の
再
建

と
新
た
な
出
発
に
向
け
た
抜

本
的
な
総
括
議
論
を
進
め
る
。

３
月
31
日
告
示
、
４
月
９
日
投
開
票
で
行
わ
れ
た
第
20
回
統
一
自
治
体
選
挙
の
前
半
戦
で
、

新
社
会
党
兵
庫
県
本
部
（
粟
原
富
夫
委
員
長
）
は
、
県
議
選
（
定
数
86
）
で
は
尼
崎
市
選
挙

区
（
定
数
７
）
で
丸
尾
ま
き
さ
ん
（
無
所
属
・
現
）
を
支
持
し
、
神
戸
市
議
選
（
定
数
65
。

前
回
よ
り
４
減
）
で
は
灘
区
選
挙
区
（
定
数
６
）
の
小
林
る
み
子
さ
ん
（
現
）
、
中
央
区
選

挙
区
（
定
数
６
）
の
あ
わ
は
ら
富
夫
さ
ん
（
現
）
の
２
人
を
公
認
と
し
て
、
須
磨
区
選
挙
区

（
定
数
７
）
の
さ
か
い
大
起
さ
ん
（
無
所
属
・
新
）
、
垂
水
区
選
挙
区
（
定
数
９
）
の
高
橋

ひ
で
の
り
さ
ん
（
無
所
属
・
現
）
の
２
人
を
推
薦
し
て
闘
っ
た
。
結
果
、
県
議
選
の
丸
尾
さ

ん
は
３
位
で
５
期
目
の
当
選
。
神
戸
市
議
選
で
は
、
あ
わ
は
ら
さ
ん
は
５
位
で
10
期
連
続
当

選
を
果
た
し
た
が
、
小
林
さ
ん
は
次
点
に
終
わ
り
６
選
は
な
ら
な
か
っ
た
。
推
薦
の
さ
か
い

さ
ん
、
高
橋
さ
ん
は
と
も
に
健
闘
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
９
位
、
14
位
と
届
か
ず
、
高
橋
さ
ん

も
議
席
を
失
う
な
ど
、
総
じ
て
厳
し
い
結
果
に
終
わ
っ
た
。
県
議
選
の
投
票
率
は
県
全
体
で

39
・
01
％
（
前
回
38
・
64
％
）
、
神
戸
市
議
選
は
40
・
58
％
（
前
回
39
・
98
％
）
と
い
ず
れ

も
過
去
最
低
だ
っ
た
前
回
を
や
や
上
回
る
だ
け
に
終
わ
っ
た
。

新社会党公認・推薦・支持候補の選挙結果（兵庫県議選・神戸市議選）
投票率％

（前回）

34.71

（34.34）

41.97

（40.43）

35.31

（33.52）

43.45

（43.85）

40.89

（40.80）

得票数（得票率％）

（右欄は前回）

15,927

（12.33）

4,636

（10.92）

4,787

（13.70）

―　

4,162

（5.71）

17,260

（13.24）

3,839

（8.71）

3,943

（10.51）

3,614

（6.42）

3,356

（4.72）

順位／

立候補者数

３／９　　当選

７／９

５／10　　当選

９／９

14／16

候 補 者

丸尾　　まき（支持・現・無所属）

小林　るみ子（公認・現）

あわはら富夫（公認・現）

さかい　大起（推薦・新・無所属）

高橋ひでのり（推薦・現・無所属）

選挙区（定数）

兵庫県議選・尼崎市（７）

神戸市議選・灘　区（６）

神戸市議選・中央区（６）

神戸市議選・須磨区（７）

神戸市議選・垂水区（９）

何
か
と
評
判

の
悪
い
日
本
の

外
国
人
技
能
実

習
制
度
に
つ
い

て
、
政
府
の
有

識
者
会
議
が
４

月
10
日
、
こ
れ
を
廃
止
し
、

新
た
な
制
度
へ
の
移
行
を
求

め
る
と
い
う
中
間
報
告
（
た

た
き
台
）
を
示
し
た
。
今
秋

に
も
最
終
報
告
を
ま
と
め
、

早
け
れ
ば
来
年
の
通
常
国
会

に
法
案
提
出
と
い
う
運
び
と

な
る
よ
う
だ
▼
技
能
実
習
制

度
は
、
日
本
に
や
っ
て
き
た

外
国
人
労
働
者
に
対
し
て
雇

い
主
や
監
理
団
体
に
よ
る
労

基
法
は
お
ろ
か
基
本
的
人
権

を
も
無
視
し
た
事
例
が
枚
挙

に
い
と
ま
な
く
、
米
国
務
省

の
「
人
身
売
買
報
告
書
」（
強

制
労
働
だ
と
指
摘
）
を
は
じ

め
国
際
的
な
強
い
批
判
も
受

け
て
き
た
▼
今
回
の
た
た
き

台
で
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
政

府
が
建
前
と
し
て
き
た
人
材

育
成
を
通
じ
た
国
際
貢
献
と

い
う
技
能
実
習
制
度
の
「
目

的
」
と
、
働
き
手
不
足
に
悩

む
産
業
界
の
国
内
で
の
人
材

確
保
や
人
材
育
成
と
い
う

「
実
態
」
が
か
い
離
し
て
い

た
こ
と
が
多
く
の
問
題
を
生

む
背
景
に
あ
っ
た
と
指
摘
。

実
態
に
合
わ
せ
て
、
技
能
実

習
制
度
を
廃
止
し
た
う
え
で
、

外
国
か
ら
の
人
材
を
労
働
力

を
備
え
た
必
要
な
人
間
と
し

て
正
面
か
ら
認
め
、
国
内
産

業
に
と
っ
て
人
材
確
保
の
新

た
な
制
度
と
し
て
再
出
発
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
▼

や
っ
と
、
モ
ノ
で
は
な
く
一

人
の
人
間
と
し
て
扱
お
う
と

い
う
議
論
に
な
っ
た
の
だ
。

議
論
は
端
緒
に
つ
い
た
だ
け

で
あ
り
、
さ
ら
に
紆
余
曲
折

は
当
然
あ
る
だ
ろ
う
。 

領
界
碑
は
、
領
有
関
係
が

複
雑
で
あ
っ
た
尼
崎
藩
の
領

地
の
範
囲
を
示
す
た
め
に
設

置
さ
れ
た
石
碑
で
、
こ
れ
ま

で
16
基
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

写
真
の
石
碑
は
、
１
９
８
５

年
に
西
川
八
幡
神
社
の
注
連

柱
の
移
設
中
に
掘
り
出
さ
れ

た
。
江
戸
時
代
の
西
川
村
に

あ
っ
た
３
基
の
う
ち
の
１
つ

と
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に

16
基
は
、
い
ず
れ
も
全
長

２
・
４
m
の
花
崗
岩
製
で
字

体
も
共
通
し
て
い
る
。

尼
崎
藩
は
、
近
世
に
入
る

と
大
阪
の
西
を
守
る
要
の
地

と
し
て
幕
府
か
ら
重
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。
大
坂
の
陣

の
後
の
１
６
１
７
（
元
和
３
）

年
に
徳
川
家
譜
代
の
戸
田
氏

哲
に
５
万
石
を
与
え
て
尼
崎

に
転
封
し
、
四
層
の
天
守
を

持
つ
本
格
的
な
城
郭
を
築
城

さ
せ
た
。
こ
の
築
城
に
合
わ

せ
て
、
尼
崎
の
各
所
に
あ
っ

た
寺
院
を
城
の
西
側
に
集
め

て
寺
町
を
形
成
し
て
守
り
を

固
め
た
。
さ
ら
に
城
の
南
側

に
は
武
家
屋
敷
を
配
置
す
る

こ
と
で
、
近
世
の
城
下
町
と

し
て
の
尼
崎
の
町
が
で
き
あ

が
っ
た
。

以
後
、
西
国
に
向
か
う
大

阪
か
ら
の
旅
人
は
、
神
崎
川

を
渡
り
き
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
領
界
碑
を
見
て
尼
崎
藩
に

入
っ
た
こ
と
を
知
り
、
優
美

な
天
守
を
見
な
が
ら
城
の
南

側
を
迂
回
し
、
西
国
へ
歩
を

進
め
た
。　
　
　

 

（
鍋
島
）

【
メ
モ
】
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
下
車
。

北
側
に
出
て
東
へ
７
分
。
西

川
八
幡
神
社
境
内
。

神戸市会

あ
わ
は
ら
富
夫
さ
ん
10
選

小
林
、さ
か
い
、髙
橋
３
氏
は
届
か
ず

支
持
の
丸
尾
ま
き
さ
ん
６
選

県会

し

め

ば
し
ら
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改
憲
の
動
き
を
ウ
ォッ
チ
ン
グ

■
参
院
憲
法
審
が
始
動　

衆

院
憲
法
審
で
自
民
、
９
条
改

憲
論
議
を
主
張

今
国
会
初
め
て
と
な
る
参

院
憲
法
審
査
会
は
５
日
、
衆

議
院
議
員
が
不
在
と
な
っ
た

場
合
に
憲
法
に
規
定
す
る
緊

急
集
会
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
。
参
院
憲
法
審
が
始
動

し
た
こ
と
で
衆
参
憲
法
審
の

改
憲
論
議
が
本
格
化
す
る
。

衆
院
憲
法
審
は
６
日
、
自

由
討
議
を
行
っ
た
。
改
憲
５

党
派
は
、
緊
急
事
態
時
に
国

会
議
員
の
任
期
延
長
を
認
め

る
規
定
の
新
設
に
つ
い
て

「
論
点
は
集
約
さ
れ
て
い
る
」

と
し
て
改
憲
条
文
を
ま
と
め

る
こ
と
を
求
め
た
。
改
憲
の

先
頭
を
突
っ
走
る
維
新
・
国

民
・
有
志
の
会
は
、
改
憲
の

条
文
案
を
す
で
に
発
表
し
て

い
る
（
３
月
30
日
）
。

立
憲
の
中
川
議
員
は
、
国

会
議
員
の
任
期
延
長
問
題
は

「
参
院
憲
法
審
査
会
（
に
お

け
る
緊
急
集
会
の
）
議
論
が

先
行
さ
れ
る
べ
き
だ
」
（
東

京
）
と
述
べ
た
。
参
院
憲
法

審
で
は
杉
尾
議
員
が
「
議
員

任
期
の
延
長
の
た
め
の
改
憲

に
は
明
確
に
反
対
す
る
」
と

主
張
。

自
民
の
新
藤
議
員
は
「
国

の
最
大
の
責
務
は
国
民
の
生

命
と
財
産
、
領
土
、
主
権
を

守
り
抜
く
こ
と
だ
。
国
家
の

最
重
要
任
務
に
関
す
る
規
定

が
憲
法
に
全
く
存
在
し
な
い

こ
と
は
不
自
然
だ
。
自
衛
隊

を
憲
法
に
明
記
す
る
こ
と
は
、

あ
る
べ
き
国
の
形
を
整
え
る

こ
と
に
つ
な
が
る
」（
東
京
）

と
９
条
改
憲
を
呼
び
か
け
た
。

こ
れ
に
対
し
て
立
憲
の
中

川
議
員
は
、「
専
守
防
衛
、
集

団
的
自
衛
権
の
排
除
、
必
要

最
小
限
度
の
自
衛
力
と
い
う

規
範
は
、
日
本
の
安
全
保
障

の
基
本
理
念
と
し
て
現
在
も

将
来
も
大
切
に
し
て
い
く
べ

き
こ
と
だ
。
敵
基
地
攻
撃
能

力
は
憲
法
規
範
を
超
え
る
。

こ
の
審
査
会
で
最
優
先
で
集

中
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ

る
べ
き
だ
」（
同
）
と
反
論
。

「
緊
急
集
会
」
を
テ
ー
マ

に
議
論
し
た
参
院
憲
法
審
で

は
、「
自
民
党
な
ど
は
衆
院
側

と
同
様
に
緊
急
事
態
条
項
新

設
の
必
要
性
を
強
調
し
た
一

方
で
、
立
憲
民
主
党
や
共
産

党
は
憲
法
が
緊
急
時
の
対
応

を
緊
急
集
会
に
委
ね
て
い
る

と
し
て
、
議
員
任
期
を
延
長

す
る
た
め
の
改
憲
に
反
対
す

る
と
訴
え
た
」（
同
）
。

れ
い
わ
の
山
本
議
員
の
発

言
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。「
最

近
の
憲
法
審
査
会
で
は
、
国

民
の
権
利
を
さ
ら
に
制
限
し

よ
う
と
す
る
改
憲
提
案
ば
か

り
議
論
し
、
回
数
を
重
ね
た

こ
と
を
口
実
に
、
国
民
が
望

ん
で
い
な
い
改
憲
案
を
発
議

し
よ
う
と
し
て
い
る
」（
同
）
。

■
岸
田
政
権　

戦
争
準
備
へ

違
憲
の
立
法
や
政
策
を
次
々

と
打
ち
出
す

岸
田
政
権
は
昨
年
末
、
国

会
審
議
も
、
国
民
へ
の
説
明

も
な
く
、
憲
法
の
平
和
主
義

を
覆
す
「
安
保
関
連
３
文
書
」

を
閣
議
決
定
し
た
。
戦
後
の

安
全
保
障
政
策
の
大
転
換
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
予
算

委
員
会
で
正
面
か
ら
答
え
な

い
ま
ま
、
４
日
の
衆
院
本
会

議
で
「
憲
法
や
国
際
法
の
範

囲
内
で
実
施
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、
非
核
３
原
則
や
専
守

防
衛
の
堅
持
、
平
和
国
家
と

し
て
の
歩
み
を
い
さ
さ
か
も

変
え
る
も
の
で
は
な
い
」
と

強
調
（
東
京
）
。
大
転
換
し

て
お
き
な
が
ら
説
明
に
も
な

ら
な
い
説
明
を
し
た
。

そ
の
直
後
か
ら
「
戦
争
準

備
」
の
た
め
の
違
憲
の
立
法

や
政
策
を
次
々
に
打
ち
出
し

て
い
る
。

列
挙
す
る
と
、「
防
衛
力
強

化
資
金
」
創
設
法
案
、
防
衛

産
業
強
化
法
案
、「
Ｏ
Ｓ
Ａ
」

―
同
志
国
の
軍
支
援
だ
。

岸
田
政
権
の
暴
走
に
ス
ト

ッ
プ
を
。
戦
争
へ
の
道
を
止

め
る
た
め
に
大
衆
闘
争
を
さ

ら
に
盛
り
上
げ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　

 

（
中
）

新宮市から辻本雄一さんを迎え熊野・新宮の大逆事
件犠牲者について学んだ＝３月26日、神戸市兵庫区

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
講
演
会
開
催

第
５
回
大
逆
事
件
全
国
サ
ミ
ッ
ト
in
神
戸
の
成
功
へ

前
半
戦
の
最
大
の
特
徴
は
、

県
議
選
、
神
戸
市
議
選
と
も

日
本
維
新
の
会
が
大
幅
に
議

席
を
増
や
し
た
こ
と
だ
。

維
新
は
、
大
阪
で
の
勢
い

に
乗
っ
て
兵
庫
県
で
の
さ
ら

な
る
党
勢
拡
大
を
め
ざ
し
、

候
補
者
を
数
多
く
擁
立
。
県

議
選
で
は
27
選
挙
区
に
30
人

を
立
て
、
都
市
部
を
中
心
に

21
議
席
を
獲
得
（
前
回
９
議

席
）
、
現
有
４
議
席
か
ら
17

議
席
を
増
や
し
た
。

神
戸
市
議
選
（
定
数
は
東

灘
区
、
北
区
、
垂
水
区
、
西

区
で
各
１
減
と
な
り
65
に
）

で
も
９
選
挙
区
の
う
ち
、
長

田
区
を
除
く
８
区
で
複
数
の

候
補
者
を
擁
立
す
る
な
ど
21

人
を
立
て
て
９
選
挙
区
で
15

議
席
を
獲
得
し
た
（
前
回
か

ら
４
議
席
増
）
。

党
派
を
問
わ
ず
新
人
の
進

出
が
目
立
っ
た
こ
と
も
特
徴

の
ひ
と
つ
で
、
世
代
交
代
を

印
象
付
け
た
。

近
年
、
国
政
選
挙
の
選
挙

結
果
の
傾
向
が
県
議
選
、
政

令
市
の
市
議
選
に
も
同
じ
よ

う
に
表
れ
て
き
て
お
り
、
候

補
者
の
所
属
政
党
で
投
票
先

を
決
め
る
よ
う
な
投
票
傾
向

が
目
立
つ
。
こ
う
し
て
、
国

政
選
挙
で
勢
い
を
得
た
政
党

が
自
治
体
選
挙
で
も
さ
ら
に

力
を
増
し
、
一
方
、
国
政
選

挙
で
の
退
潮
が
自
治
体
選
挙

に
も
そ
の
ま
ま
表
れ
て
く
る

状
況
も
見
え
る
。
こ
う
し
た

な
か
、
小
政
党
や
無
所
属
候

補
な
ど
が
そ
の
あ
お
り
を
食

い
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
き

た
が
、
今
回
、
新
社
会
党
の

公
認
や
同
党
が
推
薦
す
る
無

所
属
候
補
に
は
厳
し
い
結
果

と
な
っ
た
。

こ
の
な
か
で
、
中
央
区
の

あ
わ
は
ら
富
夫
さ
ん
は
「
と

こ
と
ん
市
民
と
と
も
に
」
の

モ
ッ
ト
ー
そ
の
ま
ま
に
、
日

【
２
面
に
つ
づ
く
】

【
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
】

常
か
ら
地
域
を
活
発
に
歩
き

回
る
な
ど
地
域
に
密
着
し
た

活
動
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

議
会
で
も
「
つ
な
ぐ
議
員
団
」

の
幹
事
長
と
し
て
市
民
の
目

線
と
立
場
に
徹
し
た
鋭
い
論

陣
を
張
る
な
ど
、
精
力
的
な

議
負
活
動
に
努
め
て
き
た
こ

と
で
得
た
信
頼
感
を
源
泉
に
、

前
回
よ
り
も
約
８
０
０
票
を

減
ら
す
苦
し
い
闘
い
と
な
っ

た
が
地
力
を
発
揮
、
議
席
を

死
守
し
た
。

灘
区
の
小
林
る
み
子
さ
ん

は
、「
女
性
の
目
線
で
市
政
を

チ
ェ
ッ
ク
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

日
常
か
ら
土
曜
日
の
独
自
の

街
頭
宣
伝
行
動
な
ど
で
、
コ

ロ
ナ
禍
の
な
か
で
脆
弱
さ
を

実
感
し
た
医
療
・
介
護
体
制

の
拡
充
や
、
不
登
校
や
引
き

こ
も
り
な
ど
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
て
い
る
人
び
と
へ
の
サ

ポ
ー
ト
を
訴
え
そ
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
き
た
。
今
回
は

そ
れ
に
加
え
、
市
民
と
共
に

取
り
組
ん
で
き
た
王
子
公
園

再
整
備
問
題
に
つ
い
て
も
訴

え
た
が
支
持
を
広
げ
き
れ
ず
、

前
回
よ
り
約
８
０
０
票
を
減

ら
し
て
次
点
に
泣
い
た
。

須
磨
区
で
16
年
ぶ
り
の
議

席
を
回
復
し
よ
う
と
、
地
元

の
新
社
会
党
須
磨
総
支
部
を

は
じ
め
、
灘
区
、
中
央
区
以

外
の
同
党
の
神
戸
市
の
総
支

部
が
力
を
集
中
し
て
支
え
た

33
歳
の
無
所
属
新
人
・
さ
か

い
大
起
さ
ん
は
、
出
遅
れ
を

カ
バ
ー
す
る
ほ
ど
の
連
日
の

駅
立
ち
や
街
頭
演
説
を
精
力

的
に
展
開
。
そ
の
子
育
て
支

援
・
教
育
に
関
す
る
無
料
化

政
策
な
ど
に
共
感
し
た
若
い

人
た
ち
か
ら
の
声
か
け
も

日
々
増
え
て
い
く
な
ど
、
手

応
え
を
強
め
て
い
っ
た
が
、

健
闘
及
ば
ず
議
席
に
届
く
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

一
連
の
結
果
を
受
け
、
党

県
本
部
は
今
後
、
党
の
再
建

と
新
た
な
出
発
に
向
け
た
抜

本
的
な
総
括
議
論
を
進
め
る
。

神戸市議選開票結果
灘区選挙区（定数６）

当 6,589 吉田健吾 自民・現
当 6,240 川口　賢 維新・現
当 5,837 諌山大介 無所属・現
当 5,804 浅井美佳 自民・新
当 5,548 味口俊之 共産・現
当 5,411 高瀬勝也 公明・現
 3,839 小林るみ子 新社会・現
 3,825 池本　真 維新・元
 983 浦木健吾 無所属・新

中央区選挙区（定数６）

当 6,186 河南忠和 自民・現
当 4,956 野町圭一 維新・新
当 4,846 三木慎二郎 維新・現
当 4,803 萩原泰三 公明・新
当 3,943 粟原富夫 新社会・現
当 3,931 横畑和幸 立憲・現
 3,686 大野聖美 共産・新
 3,316 岡村正之 自民・現
 974 酒谷敏生 無所属・新
 890 鵜丹谷清和 無所属・新

須磨区選挙区（定数７）

当 8,382 門田まゆみ　公明・現
当 8,375 住本一礼 維新・現
当 6,815 木戸貞一 立憲・新
当 6,787 松本周二 自民・現
当 6,359 大井敏弘 維新・現
当 5,558 村野誠一 自民・現
当 5,500 前田　明 共産・新
 4,925 安達和彦 自民・現
 3,614 坂井大起 無所属・新

垂水区選挙区（定数９）

当 6,248 佐藤町子 維新・現
当 6,100 川内清尚 国民・現
当 5,648 細谷典功 公明・新
当 5,488 原　直樹 維新・現
当 5,392 壬生　潤 公明・現
当 5,271 岡田裕二 自民・現
当 5,081 白國高太郎　自民・現
当 4,863 赤田勝紀 共産・元
当 4,373 平野章三 無所属・現
 4,121 永野敦子 国民・新
 3,802 田靡　剛 立憲・現
 3,555 小嶋啓司 維新・新
 3,382 川上陵哉 無所属・新
 3,356 高橋秀典 無所属・現
 2,303 鴇田香織 諸派新
 2,074 鳥羽卓朗 無所属・新

今
年
５
月
27
日
に
第
５
回

大
逆
事
件
全
国
サ
ミ
ッ
ト
が

神
戸
市
で
開
催
さ
れ
る
が
、

そ
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

「
熊
野
・
新
宮
の
『
大
逆
事

件
』
と
熊
野
の
人
び
と
の

『
現
代
』
」
と
題
す
る
学
習
講

演
会
が
３
月
26
日
、
兵
庫
区

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

主
催
し
た
の
は
「
大
逆
事

件
を
明
ら
か
に
す
る
兵
庫
の

会
」
で
、
新
宮
か
ら
大
逆
事

件
研
究
者
の
辻
本
雄
一
さ
ん

を
迎
え
、
い
わ
ゆ
る
「
紀
州

グ
ル
ー
プ
」
と
言
わ
れ
る
大

逆
事
件
の
犠
牲
者
を
め
ぐ
っ

て
学
ん
だ
。
新
宮
と
熊
野
で

は
大
石
誠
之
助
を
は
じ
め
６

人
が
大
逆
事
件
で
逮
捕
さ
れ
、

全
員
に
死
刑
の
判
決
。
判
決

の
翌
日
３
人
に
刑
が
執
行
さ

れ
、
３
人
が
終
身
刑
に
減
刑

さ
れ
た
。

現
在
で
は
大
逆
事
件
そ
の

も
の
が
国
家
権
力
に
よ
る
大

掛
か
り
な
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ

で
あ
っ
た
こ
と
は
一
致
し
た

見
方
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
新

宮
や
高
知
県
の
中
村
（
現
四

万
十
市
）
で
は
大
逆
事
件
で

有
罪
判
決
を
受
け
た
人
々
の

名
誉
回
復
も
行
わ
れ
て
い
る
。

日
清
、
日
露
戦
争
を
経
て

ア
ジ
ア
で
の
覇
権
拡
大
、
軍

国
主
義
的
強
国
を
進
め
る
支

配
層
に
あ
っ
て
、
批
判
勢
力

で
あ
っ
た
社
会
主
義
者
や
民

主
主
義
者
、
非
戦
を
唱
え
る

反
軍
国
主
義
者
は
許
せ
な
い

弾
圧
の
対
象
で
あ
っ
た
。
折

し
も
、
社
会
主
義
者
た
ち
に

対
し
て
融
和
的
だ
と
し
て
西

園
寺
内
閣
を
倒
し
た
桂
内
閣

が
誕
生
。
反
動
的
政
策
へ
の

転
換
を
鮮
明
に
す
る
た
め
に

大
逆
事
件
は
い
わ
ば
見
せ
し

め
と
し
て
し
ゃ
に
む
に
で
っ

ち
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

起
訴
さ
れ
た
26
人
の
う
ち

２
人
に
有
期
刑
、
24
人
に
死

刑
の
求
刑
が
行
わ
れ
、
異
例

の
速
さ
の
審
理
を
経
て
24
人

の
死
刑
判
決
、
翌
日
、
恩
赦

と
称
し
て
12
人
が
無
期
刑
に

減
刑
、
そ
の
約
１
週
間
後
、

死
刑
は
執
行
さ
れ
た
。
起
訴

か
ら
刑
の
執
行
に
至
る
異
常

な
速
さ
の
う
ち
に
、
こ
の
事

件
の
異
常
な
背
景
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
て
い
る
。

犠
牲
者
を
顕
彰
し
、
大
逆

事
件
の
真
実
を
明
ら
か
に
す

る
運
動
は
各
地
で
続
け
ら
れ
、

隔
年
ご
と
に
「
大
逆
事
件
サ

ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
て
き

た
が
、
今
年
の
第
５
回
サ
ミ

ッ
ト
は
、
５
月
27
日
の
14
時

か
ら
神
戸
市
中
央
区
の
兵
庫

学
校
厚
生
会
館
で
開
か
れ
る
。

神
戸
で
は
岡
林
寅
松
、
小
松

丑
治
（
と
も
に
無
期
懲
役
）

と
、
２
人
の
犠
牲
者
を
生
ん

で
い
る
。

（
津
野
）

「
王
子
公
園・市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」Ｐａｒ
ｔ
６

緊
急
市
民
集
会（
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
）

●
５
月
７
日（
日
）14
時　

●
動
物
園
ホ
ー
ル

●
経
過
報
告
や
今
後
の
取
り
組
み
計
画
の
提
案
な
ど

Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
の
早
期
解
決
を
め
ざ
す
兵
庫
集
会

●
５
月
12
日（
金
）18
時
30
分
●
中
央
区
文
化
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１（
10
Ｆ
）●
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
や
争
議
団
団
長
・

鈴
木
圭
子
さ
ん
か
ら
の
訴
え
な
ど

連日、力の限り訴え、歩き、闘い抜いた候補
者たち。上から10選を果たしたあわはら富夫
さん、小林るみ子さん（中）、さかい大起さん
（下）＝いずれも神戸市内



あらめ＋身近な食材で、味も栄養もUP！節約にもなる！
乾物をもっと日常の食事に使ってください。意外と面倒ではありません。おなじみ「隠岐の
あらめ」は、一般的なひじきよりも大きく、食べ応えも旨味も引き立ちます。定番料理の
五目煮には大豆の水煮、干しエビ、干し椎茸などをプラスすると、栄養のバランスもアップ
して立派なご馳走です。大豆の水煮を枝豆にすれば見た目も夏向きです。ご飯のおかずに、
晩酌の肴にピッタリです。乾物類を常備して日々使っていくことで、食費の節約にもなりま
す。値上がり続きの昨今です。試してみませんか。

（有）ぴぃぷる
電話/ファックス 078（531）0135

●隠岐のあらめで五目炒め煮

あらめをたっぷりの水で20分以上もどし、2～3回洗って汚れを
落とし、適当な大きさにカットする。フライパンにごま油を入れ、
食べやすくカットした人参、椎茸、油揚げ、大豆の水煮等手近な
食材を炒め、あらめも加えてしょうゆ、みりん、砂糖、少量のだ
しを加えて炒め煮する。冷めると味がなじみ、美味しいです。

あらめ 500円（50g）
島根県隠岐の島町
池田海産物店

号　外（3）

今年は久しぶりに一般参加もあり、高校生平和大
使やサポーターらも参列した＝３月17日、薬仙寺

総会の記念行事として、松元ヒロに密着取材し
たドキュメンタリーを上映した＝３月19日、高
砂市

第18回定期総会の開催とＤＶＤ
「テレビで会えない芸人」上映
平和憲法を守る高砂市民の会

３・17
に
空
襲
犠
牲
者
合
同
慰
霊
祭

神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会

あちこち
あれこれ

あちこち
あれこれ

地域ユニ
オン

あちこち
あれこれ

○409
２
月
７
日
の
早
朝
、
ス
マ

ホ
の
音
が
な
っ
た
。
国
労
時

代
か
ら
の
大
先
輩
、
高
松
正

雄
さ
ん
の
弟
さ
ん
か
ら
「
兄

貴
が
６
日
に
亡
く
な
っ
た
」

と
連
絡
を
受
け
た
。
ビ
ッ
ク

リ
し
て
出
た
言
葉
は
「
え

っ
！
」
だ
っ
た
。
昨
年
12
月

末
、
長
年
活
動
を
共
に
し
て

来
た
４
人
が
高
松
さ
ん
に
モ

ー
ニ
ン
グ
に
誘
わ
れ
て
雑
談

し
た
ば
か
り
だ

っ
た
。

高
松
さ
ん
は

２
０
１
６
年
頃
に
肺
が
ん
が

見
つ
か
り
、
入
院
す
る
と
の

連
絡
が
あ
っ
た
の
で
見
舞
に

行
っ
た
。「
身
体
の
調
子
は
ど

う
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、

「
放
射
線
治
療
を
し
て
い
る

が
、
治
療
後
の
１
週
間
は
熱

が
出
て
、
し
ん
ど
い
」
と
答

え
、「
世
話
に
な
っ
た
な
あ
」

と
別
れ
と
も
言
え
る
発
言
を

さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

高
松
さ
ん
は
１
９
５
８
年
、

高
校
を
卒
業
後
、
１
９
６
０

年
に
国
鉄
高
砂
工
場
に
就
職
、

組
合
運
動
と
の
関
わ
り
を
持

っ
た
。
労
組
青
年
部
長
と
し

て
活
動
し
て
い
た
１
９
７
７

年
頃
、
マ
ル
生
（
生
産
性
向

上
運
動
）
攻
撃
で
組
合
つ
ぶ

し
の
組
織
攻
撃
を
受
け
た
。

そ
の
反
対
運
動
の
取
り
組
み

を
す
る
中
で
青
年
活
動
家
が

芽
生
え
、
組
織
す
る
と
い
う

成
果
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、

高
砂
支
部
の
執
行
委
員
を
担

い
、
１
９
８
４
年
、
高
砂
工

場
の
廃
止
、
移
転
に
伴
う
組

合
員
の
労
働
条
件
を
守
る
た

め
、
業
務
の
内
容
を
要
求
に

ま
と
め
、
団
体
交
渉
で
の
整

理
に
奮
闘
さ
れ
た
。

１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
後
、
Ｊ
Ｒ
を
早
期

退
職
さ
れ
た
が
、
退
職
後
も

東
播
地
区
で
の
地
域
労
働
運

動
に
関
わ
ら
れ
た
。

２
０
０
１
年
、
東
播
労
連

に
加
盟
し
て
い
た
組
合
が
連

合
に
組
織
さ
れ
た
際
、
東
播

労
連
の
運
動
を
「
財
産
」
と

し
て
継
承
し
な
い
と
、
誰
が

地
域
の
労
働
者
の
利
益
を
守

る
の
か
と
、
そ
ん
な
組
織
が

必
要
だ
と
残
っ
た
役
員
で

「
は
り
ま
ユ
ニ
オ
ン
」
を
結

成
し
、
３
年
余
り
は
り
ま
ユ

ニ
オ
ン
の
委
員
長
の
役
職
を

担
わ
れ
た
。
市
の
清
掃
業
務

委
託
の
問
題
、

タ
ク
シ
ー
労
働

者
の
労
働
条
件

改
善
の
取
り
組
み
、
雇
用
が

不
安
定
な
労
働
者
の
正
規
社

員
登
用
へ
の
取
り
組
み
、
工

場
廃
止
反
対
運
動
等
々
、
労

働
者
の
利
益
の
た
め
に
努
力

さ
れ
た
。

地
域
運
動
の
み
な
ら
ず
、

政
治
活
動
に
も
力
を
入
れ
た
。

日
本
社
会
党
、
新
社
会
党
で

運
動
を
さ
れ
、
労
働
運
動
と

政
治
運
動
を
大
切
に
さ
れ
た
。

高
校
卒
業
か
ら
亡
く
な
る

ま
で
の
65
年
余
り
、
働
く
人

の
た
め
肺
が
ん
を
抱
え
て
も

続
け
ら
れ
た
運
動
に
は
頭
が

下
が
る
。

高
松
正
雄
先
輩
の
が
ん
ば

り
は
ユ
ニ
オ
ン
の
「
財
産
」

で
あ
る
。

岩
本
義
久
（
は
り
ま
ユ
ニ

オ
ン
書
記
長
）

国
労
・ユ
ニ
オ
ン
運
動
を
指
導
し
た
髙
松
先
輩

神
戸
空
襲
を
記
録
す
る
会

が
主
催
す
る
第
52
回
神
戸
空

襲
犠
牲
者
合
同
慰
霊
祭
が
今

年
も
３
月
17
日
、
兵
庫
区
の

薬
仙
寺
で
開
か
れ
た
。
コ
ロ

ナ
禍
が
少
し
落
ち
着
い
た
な

か
、
よ
う
や
く
今
年
は
一
般

の
参
加
も
呼
び
か
け
ら
れ
、

約
60
人
が
参
加
し
た
。

司
会
は
、
今
後
の
継
承
も

考
慮
し
て
前
会
長
の
中
田
政

子
さ
ん
の
娘
さ
ん
の
馬
場
敦

子
さ
ん
が
担
っ
た
。
ま
た
、

今
年
は
２
０
２
２
年
度
の
兵

庫
高
校
生
平
和
大
使
や
サ
ポ

ー
タ
ー
に
も
参
加
を
呼
び
か

け
、
会
場
に
は
今
ま
で
に
な

い
若
い
人
の
姿
が
目
立
っ
た
。

た
だ
、
一
方
で
空
襲
体
験
者

の
姿
が
少
な
く
な
っ
た
。

慰
霊
祭
は
、
犠
牲
者
へ
の

黙
祷
、
住
職
に
よ
る
読
経
、

岡
村
隆
弘
会
長
の
あ
い
さ
つ

等
と
進
み
、
昨
年
に
引
き
続

き
空
襲
体
験
者
の
井
上
義
彦

さ
ん
が
、
戦
争
当
時
の
状
況

や
空
襲
で
父
親
を
亡
く
し
た

こ
と
、
父
の
遺
体
を
見
つ
け

た
時
の
無
念
さ
な
ど
を
語
っ

た
。ま

た
、「
神
戸
の
戦
争
孤
児

の
記
録
を
残
す
会
」
の
白
井

勝
彦
さ
ん
が
、
神
戸
の
戦
争

孤
児
の
概
要
や
、
戦
争
孤
児

だ
っ
た
内
藤
さ
ん
の
体
験
を

紹
介
。
戦
争
孤
児
の
人
々
が

な
ぜ
長
ら
く
口
を
塞
い
で
き

た
の
か
、
そ
の
厳
し
い
体
験

か
ら
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
今
、
世
界
で
起
き
て
い

る
戦
争
や
内
戦
の
中
で
の
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
思
う
と
、

辛
く
厳
し
く
連
な
る
も
の
が

あ
る
。

慰
霊
祭
で
は
、
６
月
４
日

の
第
20
回
戦
跡
ウ
ォ
ー
ク
、

７
月
30
日
の
神
戸
空
襲
を
記

録
す
る
会
の
こ
れ
か
ら
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、『
歴
史

と
神
戸
』
６
月
号
で
の
中
田

政
子
さ
ん
と
神
戸
空
襲
を
記

録
す
る
会
の
特
集
、
さ
ら
に
、

神
戸
空
襲
で
の
聴
覚
障
碍
者

の
体
験
を
つ
づ
っ
た
絵
本

『
手
を
は
な
し
た
ら
あ
か
ん

―
神
戸
空
襲
と
お
と
う
さ

ん
』
の
発
刊
の
こ
と
な
ど
が

会
の
小
城
智
子
事
務
局
長
か

ら
紹
介
さ
れ
た
。

薬
仙
寺
で
は
３
月
17
日
〜

19
日
の
３
日
間
、「
井
沢
元
晴

戦
災
ス
ケ
ッ
チ
画
展
」
も
開

か
れ
、
空
襲
に
遭
っ
た
神
戸

の
街
を
描
い
た
絵
１
０
４
点

が
展
示
さ
れ
、
73
人
の
参
観

者
が
あ
っ
た
。 

（
Ｔ
・
Ｋ
）

平
和
憲
法
を
守
る
高
砂
市

民
の
会
の
第
18
回
定
期
総
会

と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
が
３
月
19

日
、
市
内
の
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
。

記
念
行
事
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

『
テ
レ
ビ
で
会
え
な
い
芸
人
』

の
上
映
。
永
六
輔
が
「
ヒ
ロ

く
ん
、
９
条
を
頼
む
」
と
言

い
遺
し
、
井
上
ひ
さ
し
が
絶

賛
し
、
立
川
談
志
に
「
本
当

の
芸
人
」
と
言
わ
し
め
た
松

元
ヒ
ロ
に
密
着
し
、
そ
の
芸

と
人
と
な
り
を
活
写
し
て

数
々
の
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
賞
に
輝
い
た
そ
の
映

画
版
。
か
つ
て
社
会
風
刺
コ

ン
ト
集
団
「
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー
」
で
人
気
を
博
し

て
い
た
彼
が
、
テ
レ
ビ
を
捨

て
舞
台
で
政
治
や
社
会
問
題

を
ネ
タ
に
笑
い
で
モ
ノ
申
す

芸
人
に
転
身
。

彼
の
代
表
的
ネ
タ
は
『
憲

法
く
ん
』
。
日
本
国
憲
法
を

人
間
に
見
立
て
、「
憲
法
前
文
」

全
文
を
そ
ら
ん
じ
て
自
己
紹

介
し
、「
理
想
」
が
「
現
実
」

へ
と
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
く

こ
と
を
嘆
き
、「
私
の
命
は
皆

さ
ん
の
力
に
懸
っ
て
い
る
」

と
説
く
。

安
倍
首
相
は
内
閣
府
に
人

事
局
を
創
設
し
て
人
事
を
握

り
役
人
を
モ
ノ
言
え
な
く
さ

せ
た
。
菅
首
相
は
日
本
学
術

会
議
の
６
人
の
会
員
任
命
を

拒
否
し
、
さ
ら
に
岸
田
首
相

は
日
本
学
術
会
議
法
を
改
定

し
「
選
考
諮
問
委
員
会
」
を

作
り
独
立
性
を
奪
お
う
と
画

策
す
る
。
高
市
総
務
相
は
放

送
法
の
解
釈
を
変
え
て
メ
デ

ィ
ア
に
圧
力
を
掛
け
よ
う
と

企
て
た
。

こ
の
作
品
は
、
権
力
に
忖

度
し
自
由
に
モ
ノ
が
言
え
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
「
新
し

い
戦
前
の
は
じ
ま
り
」
を
示

唆
す
る
。　
　
　

 

（
嶋
谷
）

●
５
月
３
日
（
水
）
14
時
（
13
時
30
分
か
ら
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
）●
神
戸
み

な
と
の
も
り
公
園
●
松
尾
貴
史
さ
ん（
俳
優
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
）ほ
か

戦
争
さ
せ
な
い
、９
条
壊
す
な
！

５・３
兵
庫
憲
法
集
会

総がかり行動兵庫



シ
ャ
ー
プ
は
、
イ
ン
ド
の
独
立
運
動
の
指
導
者
マ

ハ
ト
マ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
研
究
を
礎
と
し
て
、
独
自

の
非
暴
力
論
を
構
築
し
た
政
治
学
者
だ
。
２
０
１
８

年
に
90
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
一
貫
し
て
非
暴
力
に

よ
る
社
会
変
革
の
重
要
性
を
訴
え
、
抑
圧
さ
れ
て
き

た
人
々
が
自
ら
の
手
で
自
由
を
つ
か
み
と
る
方
法
を

発
信
し
続
け
た
そ
う
だ
。
そ
し
て
バ
ル
ト
３
国
の
独

立
回
復
や
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
等
の
非
暴
力
革
命
に
多

大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

総
じ
て
非
暴
力
に
基
づ
く
平
和
論
は
、
宗
教
心
の

深
さ
や
強
い
道
徳
心
を
持
つ
勇
者
や
聖
人
を
評
価
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
シ
ャ
ー
プ
が
説
く
非
暴
力

論
は
、「
普
通
の
人
」
が
日
常
生
活
の
延
長
と
し
て
平

和
活
動
の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
が
「
政
治
的
に
賢
明
な
策
」
だ
と
し
て

い
る
が
、
ま
さ
に
現
実
的
で
実
行
可
能
だ
と
思
う
。

シ
ャ
ー
プ
は
独
裁
体
制
を
研
究
し
、「
独
裁
体
制
は

見
か
け
ほ
ど
強
く
な
い
」
と
し
、
ま
た
、
支
配
者
の

ア
キ
レ
ス
腱
は
、
支
配
者
が
必
要
と
し
て
い
る
人
民

の
「
非
協
力
」（
労
働
者
が
働
く
こ
と
を
や
め
、
官
僚

が
指
示
を
拒
否
し
、
兵
士
や
警
官
が
命
令
に
従
わ
な

い
）
が
各
所
で
同
時
発
生
し
て
い
け
ば
、
独
裁
体
制

は
弱
体
化
す
る
こ
と
だ
、
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
非
暴
力
で
こ
そ
勝
算
が
あ
る
」
と
し
、

４
項
目
の
達
成
目
標
と
具
体
的
な
「
非
暴
力
行
動
１

９
８
の
方
法
」
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
民
衆
の

抵
抗
ス
キ
ル
の
強
化
で
抵
抗
勢
力
を
い
か
に
築
き
上

げ
る
か
、
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
方
法
の
中
の
行

動
は
実
に
様
々
で
、
各
種
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
や
ス
ト
ラ

イ
キ
の
他
、「
歌
を
歌
う
」
や
「
仮
病
を
使
っ
て
休
む
」

「
シ
ン
ボ
ル
を
身
に
付
け
る
」
な
ど
、
誰
に
で
も
で

き
そ
う
な
も
の
も
あ
り
、
私
は
す
ぐ
に
韓
国
労
働
運

動
が
い
つ
も
歌
と
共
に
あ
る
こ
と
や
、
香
港
民
主
化
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て
い
る
場
面
で
あ
る
。
安
倍

家
に
一
家
団
欒
の
日
常
は
な

か
っ
た
と
か
、
大
学
の
構
内

を
ア
ル
フ
ァ
ロ
メ
オ
で
走
っ

て
い
た
と
か
、
勉
学
で
も
要

領
が
よ
か
っ
た
と
か
、
等
々
。

総
理
に
な
っ
て
か
ら
も
、「
結

果
よ
り
〝
や
っ
て
る
感
〞
が

大
事
」
と
口
に
し
て
い
た
と

い
う
。
さ
も
あ
り
な
ん
で
あ

る
。安

倍
晋
三
の
死
に
よ
り
こ

の
映
画
の
公
開
が
危
ぶ
ま
れ

た
よ
う
だ
が
、
安
倍
の
「
妖

術
」
が
今
も
日
本
の
政
治
を

歪
め
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
こ
の
国
が
ど
こ
に
向
か

っ
て
い
る
の
か
を
知
る
た
め

に
も
多
く
の
人
に
、
特
に
若

い
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
映

画
で
あ
る
。　
　

 

　

（
Ｗ
）

監
督
＝
内
山
雄
人
／
２
０

２
３
年
／
日
本
／
１
１
５

分

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
受

け
て
、
２
０
２
３
年
４
月
９

日
投
票
の
神
戸
市
議
選
挙
須

磨
区
選
挙
区
か
ら
立
候
補
し

ま
し
た
。

結
果
は
、
３
６
１
４
票
の

得
票
を
得
ま
し
た
が
落
選
。

詳
し
い
選
挙
戦
の
総
括
は
、

ほ
か
の
人
が
し
て
く
れ
る
と

思
う
の
で
、
私
は
こ
の
半
年

間
の
活
動
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
思
い
つ
く
ま
ま
書
こ
う
と

思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
仕
事
と
の
両
立

で
す
。
10
月
か
ら
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
が
、
12

月
ま
で
は
月
の
半
分
は
仕
事

を
し
な
が
ら
で
し
た
。
ち
ょ

う
ど
人
事
制
度
改
革
の
制
度

設
計
を
私
が
中
心
に
行
っ
て

い
て
忙
し
か
っ
た
の
で
す
が
、

職
場
の
人
の
協
力
で
業
務
の

引
継
ぎ
も
で
き
て
な
ん
と
か

乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。次

は
、
寒
す
ぎ
る
須
磨
区

で
す
。
ま
ず
は
早
朝
の
朝
立

ち
は
６
時
10
分
く
ら
い
か
ら

駅
に
立
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

家
を
出
る
時
に
は
暗
く
、
月

が
ま
だ
上
っ
て
い
て
、
そ
ん

な
中
、
自
転
車
を
こ
い
で
駅

に
着
き
、
極
寒
の
中
、
２
時

間
立
ち
続
け
ま
し
た
。
ち
な

み
に
、
こ
の
駅
立
ち
は
朝
に

関
し
て
は
平
日
だ
け
で
し
た

が
、
夕
方
の
宣
伝
は
土
日
を

含
め
て
毎
日
し
ま
し
た
。
こ

の
寒
さ
は
家
に
帰
っ
て
も
続

い
て
い
て
、
お
風
呂
場
が
特

に
寒
く
て
何
度
も
心
が
折
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

岸
信
介
の
孫
に
歪
め
ら
れ
た
政
治
を
追
う

妖
怪
の
孫

〝声〟を届けられない悔しさ

出
会
っ
た
人
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
紹
介
し
ま
す
。

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
ビ

ラ
を
読
ん
で
く
れ
て
連
絡
を

く
れ
た
人
は
、
ご
結
婚
さ
れ

て
２
人
の
子
ど
も
が
い
る
40

代
の
男
性
の
方
。
配
偶
者
は

学
校
教
員
と
し
て
働
き
、
本

人
は
子
育
て
を
す
る
た
め
仕

事
を
パ
ー
ト
に
切
り
替
え
、

主
夫
と
し
て
活
動
し
て
い
る

方
で
し
た
。
共
働
き
だ
と
ど

会
っ
た
産
休
中
の
教
師
の
方

か
ら
は
、「
坂
井
さ
ん
で
す
よ

ね
。
坂
井
さ
ん
が
い
つ
も
街

頭
演
説
で
訴
え
て
い
る
少
人

数
学
級
を
本
当
に
実
現
し
て

ほ
し
い
。
お
腹
の
子
が
生
ま

れ
た
後
に
、
戻
れ
る
よ
う
な

職
場
に
し
て
ほ
し
い
。
こ
の

ま
ま
で
は
先
生
が
い
な
く
な

っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
、
現

場
の
先
生
の
切
実
な
状
況
と
、

私
に
対
す
る
期
待
を
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

他
に
も
先
生
や
校
長
先
生

か
ら
声
を
よ
く
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

街
頭
演
説
を
聞
い
て
声
を

か
け
て
く
れ
た
同
年
代
の
男

性
は
、「
坂
井
さ
ん
み
た
い
な

若
い
人
が
立
候
補
し
て
く
れ

て
嬉
し
い
。
僕
は
子
ど
も
が

３
人
い
る
、
明
石
で
は
子
ど

も
医
療
費
が
無
料
な
の
に
、

神
戸
で
は
で
き
て
い
な
い
。

補
助
が
出
て
も
子
ど
も
は
よ

く
病
気
に
な
る
し
、
３
人
も

い
る
と
積
も
り
積
も
っ
て
負

担
に
な
る
。
ぜ
ひ
実
現
し
て

ほ
し
い
」
と
声
を
か
け
て
く

れ
ま
し
た
。

選
挙
中
に
も
同
年
代
の
男

性
や
女
性
か
ら
「
坂
井
さ
ん

に
入
れ
ま
し
た
。
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
同
年
代
の
人
か

ら
の
声
か
け
は
本
当
に
う
れ

し
く
て
、
絶
対
当
選
し
て
こ

の
声
を
届
け
て
や
る
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
今
、
こ
の
文

章
を
書
い
て
い
る
と
き
も
、

そ
の
人
た
ち
の
こ
と
を
思
い

出
す
と
当
選
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
本
当
に
悔
し
い
で
す
。

今
後
ど
う
す
れ
ば
い
い
か

じ
っ
く
り
と
考
え
て
結
論
を

出
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
さ
か
い
大
起
）

ち
ら
も
忙
し
く
保
育
所
の
送

り
迎
え
が
難
し
い
た
め
の
決

断
で
す
が
、
そ
の
方
は
収
入

の
減
少
と
孤
独
な
家
事
、
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
な
ど
に
関
し

て
悩
ん
で
お
ら
れ
、
子
育
て

政
策
の
拡
充
や
、
残
業
し
な

く
て
も
良
い
労
働
環
境
を
作

っ
て
ほ
し
い
、
そ
の
こ
と
を

訴
え
て
い
る
坂
井
さ
ん
に
期

待
し
て
い
る
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

街
頭
演
説
の
準
備
中
に
出

以
前
、
こ
の
欄
で
菅
前
首

相
を
扱
っ
た
「
パ
ン
ケ
ー
キ

を
毒
見
す
る
」
を
紹
介
し
た
。

そ
の
同
じ
内
山
雄
人
監
督
が
、

今
度
は
連
続
在
任
日
数
２
８

２
２
日
を
誇
り
「
歴
代
最
長

在
任
総
理
大
臣
」
と
な
っ
た

故
・
安
倍
晋
三
の
生
い
立
ち

に
迫
る
と
同
時
に
、
彼
が
日

本
に
遺
し
た
も
の
は
何
だ
っ

た
の
か
を
検
証
す
る
映
画
を

作
っ
た
。
数
少
な
い
こ
の
種

の
映
画
を
応
援
す
る
意
味
を

込
め
て
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

映
画
の
最
後
に
監
督
の
生
の

声
が
登
場
す
る
。
作
品
と
し

て
は
な
い
方
が
い
い
が
、
今

の
日
本
の
現
状
と
そ
の
行
く

末
を
憂
う
る
監
督
の
思
い
が

よ
く
伝
わ
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

だ
っ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
「
安
倍

国
葬
」
で
あ
る
。
ず
い
ぶ
ん

前
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
る

が
、
ほ
ん
の
半
年
ほ
ど
前
の

出
来
事
だ
。
本
当
に
異
常
な

事
態
だ
っ
た
と
今
、
改
め
て

感
じ
る
。
そ
の
異
常
さ
は
葬

儀
だ
け
で
は
な
く
、
安
倍
政

権
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
こ
と

を
映
画
は
追
っ
て
い
く
。

そ
の
１
つ
目
は
、
マ
ス
コ

ミ
へ
の
圧
力
で
あ
る
。
政
府

批
判
を
す
る
番
組
に
対
し
て

の
ク
レ
ー
ム
が
官
邸
か
ら
出

さ
れ
、
番
組
で
政
権
に
も
の

を
い
う
キ
ャ
ス
タ
ー
が
次
々

と
降
ろ
さ
れ
て
い
っ
た
。
映

画
に
登
場
す
る
古
賀
茂
明
も

そ
の
一
人
で
あ
り
、
彼
は
こ

の
映
画
の
企
画
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
も
し
て
い
る
。
今
国
会

で
や
り
玉
に
挙
が
っ
た
高
市

早
苗
の
放
送
法
解
釈
変
更
の

当
時
の
国
会
答
弁
も
登
場
し
、

ま
さ
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容

だ
っ
た
。
こ
の
答
弁
の
裏
に

あ
っ
た
出
来
事
が
今
明
ら
か

に
さ
れ
た
の
だ
。

２
つ
目
の
見
ど
こ
ろ
は
、

現
役
官
僚
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
映
像
で
あ
る
。
古
賀
氏
が

聞
き
手
と
な
っ
て
２
人
の
官

僚
が
本
音
を
吐
露
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
官
僚
と
し
て
教
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
が
、
あ
る

日
突
然
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
て

し
ま
う
理
不
尽
さ
を
語
っ
て

い
た
。
放
送
法
然
り
、
集
団

的
自
衛
権
然
り
で
あ
る
。
森

友
問
題
で
は
、「
も
し
自
分
が

赤
木
さ
ん
と
同
じ
立
場
だ
っ

た
ら
」
と
の
質
問
に
も
答
え

て
い
る
。
今
国
会
で
総
務
省

官
僚
の
内
部
告
発
の
文
書
が

出
て
き
た
が
、
内
心
忸
怩
た

る
思
い
を
し
て
い
る
官
僚
は

少
な
く
な
い
の
だ
ろ
う
。
勇

気
あ
る
告
発
を
今
後
も
期
待

し
た
い
と
思
う
。

統
一
教
会
と
の
関
係
も
描

か
れ
て
い
る
。
そ
の
関
係
の

基
を
作
っ
た
岸
信
介
が
登
場
。

彼
が
「
昭
和
の
妖
怪
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
映

画
の
題
名
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
孫
で
あ
る
安
倍
晋
三
に

は
、
母
方
の
祖
父
、
岸
信
介

と
父
方
の
祖
父
、
安
倍
寛
が

い
る
。
対
照
的
な
２
人
だ
が
、

安
倍
晋
三
は
主
流
で
あ
る
信

介
を
信
奉
し
た
。

映
画
で
一
番
興
味
深
か
っ

た
の
は
、
安
倍
晋
三
の
生
い

立
ち
と
彼
の
人
と
な
り
を
関

係
者
の
証
言
で
明
ら
か
に
し

非
暴
力
に
よ
る
社
会
変
革
を
訴
え

テ
キ
ス
ト
の
表
紙
の
文
句
が
魅
力
的
だ
っ
た
。「
非

暴
力
と
い
う
武
器
」「
抑
圧
に
苦
し
む
人
々
を
自
由
へ

と
導
く
希
望
の
書
」
と
あ
っ
た
。

今
年
１
月
に
Ｅ
テ
レ
で
４
回
放
送
さ
れ
た
「
１
０

０
分
de
名
著
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
ジ

ー
ン
・
シ
ャ
ー
プ
著
「
独
裁
体
制
か
ら
民
主
主
義
へ
」

だ
が
、
テ
キ
ス
ト
の
著
者
・
中
見
真
理
氏
が
冒
頭
で

言
う
と
お
り
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
軍
事
政
権
、
そ
し
て
こ
の
日
本
に
お
い
て

も
排
外
的
な
言
動
で
人
々
を
煽
る
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政

治
家
の
台
頭
な
ど
、
軍
事
力
で
解
決
し
よ
う
と
す
る

動
き
に
対
抗
す
る
人
々
に
希
望
を
も
た
ら
す
も
の
と

し
て
、
私
も
紹
介
し
た
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
キ
ス
ト『
１
０
０
分
de
名
著
／
ジ
ー
ン
・

シ
ャ
ー
プ「
独
裁
体
制
か
ら
民
主
主
義
へ
」』

中
見
真
理
著
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
／
6
0
0
円（
税
込
み
）

運
動
の
雨
傘
等
を
思
い
浮
か
べ
た
。
そ
し
て
本
書
で

は
、
セ
ル
ビ
ア
を
は
じ
め
、
数
々
の
歴
史
に
残
る
民

主
化
闘
争
の
実
践
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
「
非
暴
力
」
闘
争
の
「
勝
率
」
さ
え

研
究
し
て
い
る
女
性
達
が
い
る
の
に
は
驚
い
た
。
１

０
０
年
間
ほ
ど
の
抵
抗
運
動
の
う
ち
、
非
暴
力
抵
抗

の
勝
率
は
暴
力
的
抵
抗
の
２
倍
だ
と
い
う
。

ま
た
、
シ
ャ
ー
プ
は
、
独
裁
体
制
打
倒
後
、
新
た

な
独
裁
者
を
産
ま
な
い
た
め
の
永
続
性
あ
る
民
主
主

義
体
制
の
構
築
が
必
須
で
あ
る
と
し
、
絶
え
ず
闘
い

続
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
書
い
て
い
る
。

最
後
に
中
見
氏
は
、
日
本
に
暮
ら
す
私
た
ち
が
シ

ャ
ー
プ
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
と
し
て
、
身
近
な
抑
圧

者
に
「
Ｎ
Ｏ
」
を
突
き
付
け
る
力
を
つ
け
る
こ
と
を

挙
げ
て
い
る
。

今
回
の
統
一
自
治
体
議
員
選
挙
の
前
半
戦
の
結
果

は
私
た
ち
に
は
厳
し
い
も
の
だ
っ
た
が
、
維
新
や
自

民
が
作
る
「
独
裁
体
制
」
と
言
う
べ
き
政
治
に
、
今

こ
そ
私
た
ち
は
シ
ャ
ー
プ
か
ら
学
び
、
柔
軟
な
頭
で

抵
抗
す
る
力
を
つ
け
、
闘
い
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
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